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１．ねらい　

　自分で作った分光器（ぶんこうき）を使って，太陽や蛍光灯（けいこうとう）などの身の

回りの光をかんさつしてみましょう。白い光がじつはいろんな色の光からできていることが

わかります。
　

２．用意するもの　（ぜんぶこちらで用意します）

　・ 紙づつ（直径３㎝×長さ２５㎝，アルミホイルの芯などが使えます）

　・ レプリカ回折格子（かいせつこうし）フィルム（１.５㎝×３㎝）

　・ アルミホイル（１０㎝×１０㎝），カッター，はさみ，輪ゴム
　

３．やりかた　

　①　紙づつの端（はし）から１センチくらいのとこ

ろにカッターで切りこみを入れます。（ここはあぶ

ないので，大学生にやってもらいましょう）

　②　この切れ込みに回折格子（かいせつこうし）フィ

ルムをさしこみます。ちょっときついと思います

が，曲がらないようにさしこんでください。

　③　紙づつのはんたいがわにアルミホイルをかぶせ，

先の丸いところがピーンとはるように紙づつの横

がわからアルミホイルをひっぱります。

　④　アルミホイルのまん中にカッターでそっと切り

こみを入れます。この切りこみが光を細くするス

リットになります。

　⑤　紙づつをのぞいて，フィルムをよこ長に見たとき

にスリットがたて向きになるように，アルミホイル

を回して輪ゴムでとめればできあがりです。

　⑥　まずはじめに電球のスペクトルをかんさつして

みましょう。スリットの左右に七色のスペクトルが見えましたか？ 次は空の青いところ

に向けて太陽のスペクトルをかんさつしましょう。このとき，ぜったいに太陽をちょく

せつ見てはいけません。太陽から少しはなれた空を見るようにします。




